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梶
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岸
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子
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の
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六
十
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年
の
過
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し
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矢
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■
俳
句
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柳
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短
歌
作
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集

　

作
品
（
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
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漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
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電
話
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号
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し
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月
１
日
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に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
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外国語指導助手
ジョン・モラエスさん

　インドのボンベイで生まれ、14歳の誕生日に家族と一緒
にニュージーランドに移住したので、現在の実家はニュー
ジーランドにあります。移住してから、旅行が好きでたま
らなくなりました。今まで行ったことがある所は、インド、

ニュージーランド、アメリカ、オーストラリア、フィジー、メキシコ、シンガポール、マレーシア、
タイ、中国、韓国そして日本です。この冬休みには、ベトナムとカンボジアに行きたいと思ってい
ます。
　13カ月前から、「東予は私の家」と呼んでいます。ここは大好きです。人間は素晴らしいし、仕
事、生徒など全てが好きです。来日してから剣道を続けて、中学校と小学校での剣道の練習はとて
も楽しいです。今年の７月に、剣道の昇段試験に合格しました。毎週バドミントンとテニスもして
います。日本語の勉強も始めました。日本語はとても難しいですが、言葉は美しいと思います。少
ししかわからないけど、日本語を使うのは好きです。間違いが勉強になるので、間違えることはあ
まり気にしません。逆に、日本人が私に一生懸命英語で喋ってくれる有り難さがよく分かりました。

ジョンの自己紹介No.7

　日本にずっといたいと思います。何故かというと、毎日新しいことを学べるので、とても刺激的だと思います。が、一
つおじけづくのは夏に出てくる大きな虫です。来ないでください！！！　　　　　　　　　　＜訳：アイリーン・リン＞
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